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咲
き
誇
る
満
開
の
桜
の
も
と
、入
園
・

入
学
を
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
生
活
が
輝
か
し
い
も
の
と
な

る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
は
新
年
度
予
算
他
、

様
々
な
取
組
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
「
今
後
３
年
間
を
行
財
政
改
革
の
集

中
改
革
期
間
と
す
る
」
と
の
方
針
が
提

示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で

し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
ち
つ

つ
財
政
再
建
を
進
め
る
と
い
う
、
難
し

い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
新
設

さ
れ
た
「
行
政
改
革
部
」
が
核
と
な
り

推
進
さ
れ
る
改
革
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
落
ち

着
く
と
青
葉
の
季
節
、
木
々
の
逞
し
さ

と
共
に
、
私
た
ち
も
大
い
に
成
長
し
た

い
も
の
で
す
。

（
広
報
委
員
会
　
湯
淺
啓
史
）

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。
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本会議（開会、議案上程・説明）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目）

本会議

（一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託）

総務委員会

文教厚生委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会（１日目）

予算特別委員会（２日目）

本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

6月  6日（金）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

26日（木）

平成26年度
6月定例市議会 会期日程（案）

今後の本会議の予定

※一般質問を行う議員数により６月１３日の日程が
　１２日に繰り上がることがあります。

議
会
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
を
原
則
公
開
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿

に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
要
件
に
よ
っ
て
は
、
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程
度
あ
り
ま
す
。
事

前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
３
月
定
例
市
議

会
か
ら
、
本
会
議
・
委
員
会
を

傍
聴
さ
れ
る
間
、
お
子
さ
ま
を

お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お

た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
始
め
ま
し
た

た
く
ま
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桜満開の中、
　　　  それぞれの入学式

4月9日（水）出雲市内の小中学校の入学式が挙行されました
校長先生よりお祝いの言葉を受ける斐川東中学校の新入生

10名の一年生が入学した須佐小学校
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平成２５年度

第５回出雲市議会（定例会）報告

本会議（開会、施政方針表明、
議案上程・説明、採決）

本会議（施政方針質問）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目、
議案質疑、委員会付託）

総務委員会

２月２０日（木）

２月２４日（月）

３月３日（月）

３月４日（火）

３月５日（水）

３月７日（金）

文教厚生委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会（１日目）

予算特別委員会（２日目）

予算特別委員会（３日目）

予算特別委員会（４日目）

本会議（委員長報告、討論、採決、
閉会）

３月１０日（月）

３月１１日（火）

３月１２日（水）

３月１３日（木）

３月１４日（金）

３月１７日（月）

３月１８日（火）

３月２０日（木）

開会 平成２６年（２０１４）２月２０日（木） 閉会 平成２６年（２０１４）３月２０日（木） 会期２９日間

議議会会のの動動きき

平成２６年２月２０日から３月定例市議会が開催されました。
市長の施政方針に対しての会派代表質問や、２６年度予算の審
議に熱い論戦が行われました。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききき

３月定例市議会では、市長から施政方針表明がされるとともに、「平成２６年度（２０１４）

出雲市一般会計予算」など予算案件２９件、「出雲市行政組織条例の一部を改正する条例」

など条例案件２５件、「新市建設計画の変更について」など一般案件６件、「出雲市固定資

産評価審査委員会委員の選任」など人事案件４件が執行部から提案され、すべての議案

について、原案のとおり可決または同意しました。

議員提出議案としては、行政改革部の設置および反問権の導入に伴い、「出雲市議会

委員会条例の一部を改正する条例」および「出雲市議会会議規則の一部を改正する規則」

の２件を提出し、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定しました。

会 期 日 程
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常常
任任
委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

総

務

委

員

会

行
財
政
改
革
、
３
カ
年
の
集
中
改
革
期
間
が
ス
タ
ー
ト

「
議
第
１
３
１
号

出
雲
市
長
等
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
平
成
２５
年

４
月
か
ら
３
年
間
減
額
さ
れ
て
い
る

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
病
院
事

業
管
理
者
の
給
料
月
額
な
ど
を
さ
ら

に
１
年
間
減
額
期
間
を
延
長
す
る
も

の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

「
議
第
１
４
８
号

出
雲
市
一
般
職

の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」
は
、
平
成
２６
年
４
月
か
ら
全
職

員
の
給
料
月
額
な
ど
を
３
年
間
減
額

す
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
一
部
の
委
員
か
ら
、

一
般
職
員
の
給
料
は
生
活
給
で
あ
る

こ
と
や
、
こ
れ
に
伴
う
市
内
経
済
へ

負
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら

否
決
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。い

ず
れ
の
議
案
も
、
本
市
の
危
機

的
な
財
政
状
況
を
早
期
に
改
善
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
今
議
会

で
は
行
財
政
改
革
大
綱
、
行
財
政
改

革
実
施
計
画
も
策
定
さ
れ
、
行
財
政

改
革
・
３
カ
年
の
集
中
改
革
期
間
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

乳
幼
児
の
医
療
費
負
担
無
料
化
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
に
拡
大

当
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
受
け

ま
し
た
案
件
は
、
条
例
６
件
、
請
願

１
件
で
し
た
。

そ
の
中
の
「
議
第
１
３
７
号

出

雲
市
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
乳
幼

児
な
ど
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
医
療
費
の
本
人
負
担
額
の
無
料

化
を
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
に
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所
要
の
条
例

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
審

査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
実
施

期
日
は
、
関
係
者
へ
の
周
知
や
諸
準

備
の
た
め
平
成
２６
年
７
月
１
日
と
す

る
も
の
で
す
。

「
議
第
１
５
０
号

出
雲
市
い
じ
め

問
題
対
策
委
員
会
設
置
条
例
」
は
、

国
に
お
い
て
「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
問

題
に
関
し
、
効
果
的
な
対
策
の
検
討

や
調
査
な
ど
を
行
う
た
め
設
置
す
る

「
出
雲
市
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」

に
つ
い
て
、
組
織
お
よ
び
運
営
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委委員員会会報報告告
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環
境
経
済
委
員
会

「
旧
宍
道
邸
を
早
急
に
施
設
整
備
し
活
用
す
る
事
業
の
採
択

を
求
め
る
陳
情
」
を
継
続
審
査
と
決
定

執
行
部
は
、
平
成
２４
年
１２
月
、
旧

宍
道
邸
の
南
側
の
離
れ
を
改
修
し
、

和
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
北
側
の

母
屋
部
分
は
解
体
し
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
、
ま
た
、
民
有
地
を
購
入

し
、
進
入
路
と
駐
車
場
を
整
備
す
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成

２５
年
６
月
議
会
で
は
、
施
設
整
備
は

全
体
事
業
費
を
明
確
に
し
、
慎
重
に

検
討
す
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
て
、

実
施
設
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

今
回
、
執
行
部
か
ら
は
、
実
施
設

計
の
結
果
、
埋
蔵
文
化
財
本
調
査
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
の
経
費
を
含

め
、
児
童
ク
ラ
ブ
を
除
く
事
業
費
が

１
億
６
千
万
円
程
度
、
さ
ら
に
、
古

民
家
改
修
の
た
め
の
工
事
費
増
額
も

懸
念
さ
れ
、
ま
た
、
貸
館
利
用
料
な

ど
の
収
入
を
考
慮
し
て
も
、
運
営
費

に
年
間
５
０
０
万
円
程
度
の
持
ち
出

し
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
方
針
を
中
止
し
、
和
文
化
の

学
習
・
継
承
は
既
存
施
設
の
活
用
、

既
存
事
業
の
充
実
に
よ
り
図
っ
て
い

く
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
地
元
説
明
が
こ

れ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
状
況
も
踏
ま

え
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

建
設
水
道
委
員
会

出
雲
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
を
可
決

当
委
員
会
に
審
査
の
付
託
を
受
け

ま
し
た
主
な
案
件
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

「
出
雲
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
は
、
出
雲
市
営
住
宅
の
入
居

手
続
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
条
件

を
緩
和
す
る
な
ど
の
改
正
を
す
る
条

例
で
す
。
審
査
の
結
果
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

次
に
、「
上
成
大
津
小
学
校
前
線
の

拡
幅
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
で

す
。こ

れ
は
、
大
津
町
地
内
の
上
成
大

津
小
学
校
前
線
の
う
ち
旧
国
道
か
ら

現
在
の
国
道
９
号
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
な
ど
が
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
歩
道
を
フ
ラ
ッ
ト
式

に
し
、
道
路
の
幅
を
接
続
す
る
市
道

中
央
一
の
谷
線
と
同
じ
１４
ｍ
に
拡
幅

し
て
整
備
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
。

現
地
視
察
を
行
い
、
請
願
者
か
ら

説
明
を
受
け
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め

に
歩
道
の
改
良
の
必
要
性
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
道
路
の
拡
幅
に
あ

た
っ
て
は
家
屋
移
転
が
必
要
で
あ

り
、
早
期
の
実
施
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
本
請
願
は
趣
旨
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委委員員会会報報告告

旧宍道邸離れの玄関

上成大津小学校前線の現地視察状況
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予
算
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革
集
中
改
革
期
に
向
け
て
の
新
年
度
予
算
を
審
査

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
を
受
け

ま
し
た
案
件
は
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
、
そ
れ
ぞ

れ
平
成
２５
年
度
補
正
予
算
、
平
成
２６

年
度
当
初
予
算
あ
わ
せ
て
２９
件
で

す
。
３
月
１３
日
か
ら
１８
日
の
４
日

間
、
長
岡
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
関

係
職
員
の
出
席
を
得
て
、
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
予
算
の
編
成
方
針

や
市
の
財
政
状
況
な
ど
総
括
的
な
視

点
や
、
各
予
算
の
詳
細
に
い
た
る
ま

で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
質
疑
・
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
第

６
回
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算

を
そ
れ
ぞ
れ
１５
億
８
７
０
０
万
円
追

加
し
、
予
算
総
額
を
７
７
１
億

６
２
０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

将
来
の
公
債
費
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
市
債
の
繰
上
償
還
５
億
円
な

ど
、
所
要
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

次
に
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

７
３
０
億
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
で
は
、
出
雲
の
魅
力
を

総
合
的
に
発
信
す
る
出
雲
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
事
業
５
千
万
円
、
医
療
・

介
護
分
野
と
市
内
も
の
づ
く
り
企
業

と
の
連
携
を
促
進
す
る
医
工
連
携
支

援
事
業
１
０
０
万
円
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
子
育
て
世
代
・
低
所
得
者
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
臨
時
福
祉

給
付
金
支
給
事
業
４
億
１
９
０
０
万

円
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
事
業
２
億
４
千
万
円
、
新
規
施

策
と
し
て
、
無
料
化
の
対
象
を
就
学

前
児
童
ま
で
に
拡
大
し
た
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
事
業
４
億
１
千
万
円
、

拠
点
小
学
校
へ
の
学
校
司
書
配
置
を

行
う
読
書
ヘ
ル
パ
ー
事
業
３
５
９
３

万
円
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

事
業
８
１
９
０
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
各
委
員
か
ら
、
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
る
中
で
の
適

切
な
予
算
執
行
の
在
り
方
な
ど
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
決

算
委
員
会
で
の
指
摘
が
新
年
度
予
算

に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
に
対
し
、
委
員
会
で
の
指

摘
や
意
見
を
踏
ま
え
、
適
切
な
予
算

執
行
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

予算特別委員会委員名簿
【委員】

松村 豪人

渡部 勝

長廻 利行

宮本 享

山代 裕始

米山 広志

川上 幸博

萬代 輝正

遠藤 力一

小村 吉一

伊藤 繁満

井原 優

福島 孝雄

神門 至

大谷 良治

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員
平成２６年度予算の審査状況

予算特別委員会が設置されました
２月２０日の本会議において、各予算案件を審査するために１５名の

委員で構成する予算特別委員会が設置され、審査をしました。
予算特別委員会の委員は下記のとおりです。

委委員員会会報報告告
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各会派代表が問う各会派代表が問う
施政方針について施政方針について
各会派代表が問う
施政方針について

真誠クラブ 板垣成二 議員

・所信について
・市政運営のポイントについて
・雇用創出２，０００人プロジェクト
◎農林水産業について
・定住人口キープ１７万人プロジェクトについて
・交流人口１，０００万人プロジェクトについて
・住みやすさNo.１プロジェクトについて
・人材育成について
・組織・機構改革について

政雲クラブ 大場利信 議員

・所信について
◎市財政の将来見通しについて
・行政改革部に対する強いリーダーシップの発揮について
・出雲シティセールス事業について
・雇用創出２，０００人プロジェクト
・定住人口キープ１７万人プロジェクトについて
・住みやすさNo.１プロジェクトについて
・結びにかえて

平成・大社クラブ 長廻利行 議員

◎行財政改革の推進について
・定住促進と交流人口増加について

市民の会 米山広志 議員

◎定住人口キープ１７万人プロジェクト
・交流人口１，０００万人プロジェクト
・住みやすさNo.１プロジェクト

日本共産党 井原 優 議員

・施政方針策定にあたっての市長の政治姿勢について
・「開かれた市政のさらなる推進」について
・「行財政改革の推進」について
・「原子力発電所」について
・「子育て支援」について
◎「雇用対策」について
・「企業誘致」と産業振興について
・「国の農業政策」について

公明党 勝部順子 議員

・市政運営のポイントから
・定住人口キープ１７万人プロジェクト
・交流人口１，０００万人プロジェクトから
・住みやすさNo.１プロジェクトから安全・安心
◎人材育成から
・組織・機構改革

施施政政方方針針にに対対すするる会会派派代代表表質質問問 一一覧覧

施施政政方方針針質質問問

３月定例会では、会派に所属する議員が市長の施政方針について代表質問を行いました。
会派が選んだ項目（◎印のもの）について掲載しています。なお、原稿は質問をした議員
が要旨をまとめたものです。
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国
の
農
政
転
換
に
対
し

市
長
の
対
処
方
針
は

真
誠
ク
ラ
ブ

板
垣

成
二

問
国
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら
農

業
農
村
政
策
を
大
き
く
転
換

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
産

業
政
策
と
し
て
の
農
業
、
地
域
政
策

と
し
て
の
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
創
設
し
、
経

営
所
得
安
定
対
策
や
米
政
策
を
見
直

し
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
創
設

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

市
長

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
を
目
的
と
し
た
「
農
地
中
間

管
理
機
構
」
に
つ
い
て
は
、
規
模
拡

大
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き

る
地
域
で
は
、
公
社
や
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
な
が
ら
一
層
の
農
地
集
積
や
経
営

体
の
法
人
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
②

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、

国
の
制
度
で
あ
る
産
地
交
付
金
や
、

本
市
独
自
の
と
も
補
償
を
引
き
続
き

活
用
し
、
各
地
域
特
性
に
応
じ
た
作

物
の
拡
大
に
よ
り
、
米
に
偏
ら
な
い

経
営
の
安
定
化
を
推
進
し
ま
す
。
③

地
域
政
策
と
し
て
「
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
現
行
の
「
農
地
・
水
保
全
管

理
支
払
交
付
金
」
の
組
替
新
規
事
業

で
す
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
は
現
行
制
度
が
継
続
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。
④
規
模
拡
大
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
が
困
難
な
中
山
間
地
域

や
、
条
件
不
利
地
に
お
い
て
は
、「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
や
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
」、「
環

境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
」

を
活
用
し
、
農
業
・
農
村
が
持
つ
多

面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
努
め
ま

す
。

平
成
２６
年
度
予
算
の
編
成
に

当
た
っ
て
留
意
さ
れ
た
点

お
よ
び
中
期
財
政
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
伺
う

政
雲
ク
ラ
ブ

大
場

利
信

問
市
財
政
が
厳
し
い
中
、
次
の

３
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
平
成
２６
年
度
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
特
に
留
意
さ
れ
た
点
。

②
基
金
現
在
高
、
地
方
債
残
高
、
実

質
公
債
費
比
率
の
そ
れ
ぞ
れ
が
中
期

財
政
計
画
に
沿
っ
た
も
の
か
ど
う

か
。

③
市
税
の
平
成
２１
年
度
か
ら
２４
年
度

ま
で
の
現
年
課
税
分
の
徴
収
率
は
９８

％
台
後
半
に
達
し
て
お
り
、
２７
年
度

に
は
９９
％
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お

ら
れ
る
が
、
市
税
確
保
策
に
つ
い
て

の
市
長
の
意
気
込
み
。

市
長

①
「
出
雲
未
来
図
」
の
推
進
と
財
政

の
健
全
化
と
い
う
相
反
す
る
双
方
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
選
択
と
集
中
、
優
先
順

位
の
明
確
化
に
よ
り
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

②
中
期
財
政
計
画
と
比
較
し
、
基
金

現
在
高
（
貯
金
）
が
約
９
億
４
千
万

円
の
増
、
地
方
債
残
高
（
借
金
）
が

約
２２
億
円
の
減
、
実
質
公
債
費
比
率

が
１
・
２
％
減
の
１
９
・
６
％
と
な

り
、
中
期
財
政
計
画
よ
り
改
善
す
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

③
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
や
口
座
振
替
の
推
進
、

き
め
細
か
な
納
税
相
談
や
納
税
折

衝
、
滞
納
処
分
の
厳
正
な
執
行
な
ど

に
よ
り
、
目
標
値
に
近
づ
い
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
滞
納
額
の
縮
減
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

中期財政計画（Ｈ２４．１２）との対比
（市の財政見込資料から）

１ 財政調整基金・減債基金（貯金）の現在高
中 期 財 政 計 画 ３０億２，３００万円
Ｈ２６年度末見込額 ３９億６，２００万円

差引 ９億３，９００万円の増

２ 地方債（借金）の現在高
中 期 財 政 計 画 １，２３５億８，７００万円
Ｈ２６年度末見込額 １，２１３億７，８００万円

差引 ２２億９００万円の減

３ 実質公債費比率（３カ年平均）
中 期 財 政 計 画 ２０．８％
Ｈ２６年度末見込額 １９．６％

差引 １．２％の減

施施政政方方針針質質問問
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行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

平
成
・
大
社
ク
ラ
ブ

長
廻

利
行

問
現
在
、
市
で
は
行
革
大
綱
、

実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
市
長
は
来
年
度
か

ら
３
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と
位
置

付
け
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
集

中
的
に
実
施
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
先
日
は
全
職
員
に
対

し
そ
の
決
意
の
ほ
ど
を
述
べ
ら
れ
た

と
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
改
め
て
市
長
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
そ

の
決
意
の
ほ
ど
を
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
長起

債
残
高
は
依
然
と
し
て
高
額

で
、
元
利
償
還
金
が
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
入
に
お
い

て
は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
合
併
算
定

替
え
の
終
了
に
伴
う
地
方
交
付
税
の

減
額
が
始
ま
る
な
ど
、
財
政
健
全
化

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
切
る
た
め

に
、
平
成
２６
年
度
か
ら
概
ね
１０
年
間

の
指
針
と
な
る
新
た
な
行
財
政
改
革

大
綱
と
そ
の
実
施
計
画
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
３

年
間
を
集
中
改
革
期
間
と
位
置
付

け
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
行
財
政
改

革
を
推
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
か
た
く
決
意

し
、
行
財
政
改
革
に
向
け
た
私
の
決

意
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
治
会
の
加
入
促
進
事
業

具
体
的
な
支
援
策
は

市
民
の
会

米
山

広
志

問
自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ
い

て
、
①
加
入
率
の
低
い
地
域

②
具
体
的
な
支
援
策
③
昨
年
度
の
加

入
促
進
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長

①
地
域
別
の
自
治
会
加
入
率
は
、
佐

田
・
多
伎
は
９０
％
以
上
、
平
田
・
湖

陵
・
大
社
が
８０
％
以
上
と
高
く
、
出

雲
が
６
１
・
４
％
、
斐
川
が
７
３
・

４
％
の
状
況
で
す
。
出
雲
地
域
の
う

ち
今
市
、
大
津
、
塩
冶
、
高
松
、
四

絡
、
川
跡
、
神
門
、
斐
川
地
域
の
直

江
、
伊
波
野
の
各
地
区
は
、
市
の
平

均
値
を
下
回
る
数
値
で
す
。
四
絡
、

塩
冶
で
は
、
既
に
過
半
数
が
未
加
入

で
す
。
②
自
治
会
未
加
入
、
高
齢
化

な
ど
の
問
題
は
、
今
後
の
行
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
認

識
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

支
援
補
助
金
な
ど
に
よ
る
支
援
、
説

明
会
や
相
談
会
に
市
職
員
が
出
か
け

る
な
ど
、
と
も
に
汗
を
流
す
取
り
組

み
を
継
続
し
ま
す
。
平
成
２４
年
か

ら
、
他
地
域
の
先
導
役
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
る
高

松
、
四
絡
、
川
跡
の
３
地
区
を
モ
デ

ル
地
域
に
選
定
し
、
そ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
③
平
成
２４
年

度
は
四
絡
地
区
で
は
２
自
治
会
、
川

跡
地
区
で
は
３
自
治
会
が
新
た
に
結

成
さ
れ
る
な
ど
、
成
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

施施政政方方針針質質問問

自治会加入促進の横断幕（高松地区）
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雇
用
問
題
を
問
う

若
者
の
雇
用
実
態
は

日
本
共
産
党

井
原

優

問
若
者
の
中
に
は
、
低
賃
金
で

長
時
間
労
働
、
サ
ー
ビ
ス
残

業
で
過
酷
な
労
働
条
件
の
も
と
で
健

康
を
害
し
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え

苦
し
ん
で
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

若
者
を
使
い
捨
て
、
使
い
つ
ぶ
す
働

か
せ
方
を
放
置
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。

市
は
、
県
の
関
係
機
関
と
協
力
し

て
企
業
の
違
法
・
脱
法
的
な
働
か
せ

方
を
な
く
す
た
め
の
調
査
や
規
制
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
所
見
を
伺

い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
、
県
内
の
企
業
へ

就
職
し
た
９
５
０
人
の
う
ち
、
３
年

以
内
に
仕
事
を
や
め
た
人
が
３
９
８

人
（
４
１
・
９
％
）
で
あ
っ
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
若
者
が

労
働
基
準
法
の
知
識
や
違
法
性
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
泣
き
寝
入
り
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

労
働
相
談
窓
口
な
ど
の
充
実
を
求

め
ま
す
。

市
長若

者
な
ど
が
長
時
間
労
働
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
、
違
法
な
雇
用
管
理
の
も

と
で
働
か
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
出
雲
へ
来
所
す
る
高
卒
者
の

離
職
理
由
と
し
て
は
、
当
初
考
え
た

条
件
と
合
わ
な
い
な
ど
が
主
な
も
の

で
、
労
働
基
準
法
違
反
の
疑
い
が
あ

る
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署
に
相

談
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま

た
県
が
実
施
す
る
「
労
働
相
談
」、
労

あ
っ
せ
ん

働
委
員
会
が
実
施
す
る
「
斡
旋
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、「
個
別
労

働
紛
争
処
理
制
度
」
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
で
周
知
し
て
い
ま

す
。

学
校
図
書
館
に

司
書
の
配
置
が
決
定

公
明
党

勝
部

順
子

問
新
年
度
か
ら
、
読
書
ヘ
ル

パ
ー
の
配
置
に
加
え
て
、
拠

点
校
１０
校
に
司
書
の
配
置
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
合
併
前
の
斐
川
町
で
実

施
さ
れ
て
い
て
、「
学
校
図
書
館
を
考

え
る
会
い
ず
も
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、

議
会
に
請
願
も
提
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
大
変
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

①
司
書
配
置
で
期
待
さ
れ
る
効
果
。

②
司
書
の
確
保
と
拠
点
校
１０
校
の
選

定
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長

①
学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
学
習
に

お
い
て
、
適
切
な
資
料
の
選
書
や
よ

り
専
門
的
な
指
導
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
な
ど
「
調
べ
学
習
」
に
対
す
る

支
援
が
充
実
し
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
情
報
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
必
要
な
情
報
を

収
集
す
る
能
力
や
自
分
な
り
の
考
え

を
持
ち
、
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
選

択
し
て
ま
と
め
、
発
信
す
る
能
力
あ

る
い
は
新
た
な
知
識
の
習
得
や
学
習

意
欲
の
向
上
な
ど
の
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

②
司
書
を
配
置
す
る
拠
点
校
の
決
定

に
つ
い
て
は
、
学
校
司
書
の
配
置
効

果
を
配
置
校
の
み
に
と
ど
ま
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
周
囲
の
学
校
に
も
波
及

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校

司
書
一
人
あ
た
り
の
学
校
数
お
よ
び

学
級
数
を
考
慮
し
、
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
司
書
資
格
を
有
す
る

方
々
を
公
募
に
よ
り
採
用
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
読
書
ヘ
ル
パ
ー
と
同

様
、
一
学
期
の
開
始
に
間
に
合
う
よ

う
、
配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「学校図書館を考える会いずも」のみなさんとの
意見交換の様子

施施政政方方針針質質問問

ハローワーク出雲
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山代裕始 議員 （１１ページ）

◎就学前児童の子育て支援について
・市民の歌・町民の歌の取り扱いについて
・幹線道路の愛称を今後どのように取り組み、考
えるのか

岸 道三 議員 （１１ページ）

・臨時・非常勤職員の処遇改善について
◎行財政改革について

福島孝雄 議員 （１２ページ）

・地域営農ビジョンの取り組みについて
◎斐川町の「荒神谷青銅器出土３０周年記念事業」
について

遠藤力一 議員 （１２ページ）

・入居債務保証支援事業への取り組みについて
◎２４時間・年中無休電話健康医療相談について

保科孝充 議員 （１３ページ）

◎県道斐川上島線整備計画の進捗状況等を聞く
・各コミュニティセンターの防災行政無線放送の
有効活用と市民一体感の醸成について
・小中学生のネットトラブル被害について
・斐伊川の利水対策について

大谷良治 議員 （１３ページ）

◎地域交通対策・活性化を目指した施策について
・改正道路交通法に伴う自転車交通安全対策につ
いて
・青少年とインターネットの関係について

飯塚俊之 議員 （１４ページ）

・平田小学校体育館の火災後の対応について
・開校１年を迎える出雲市立向陽中学校について
◎河下港の利活用策について

小村吉一 議員 （１４ページ）

◎地域の小売商の存続と振興を求めて
・教育委員会制度と本市の教育の現状について

板倉明弘 議員 （１５ページ）

◎検討中の教育委員会制度改革に対する市長の所感
・指定管理者制度に対する包括外部監査指摘事項
及び監査意見

原 正雄 議員 （１５ページ）

◎神戸川再生について

大国陽介 議員 （１６ページ）

・原発の再稼働など論外。「即時ゼロ」こそ責任
ある対応
◎負担増とサービス縮減の介護保険「見直し」に
反対を

神門 至 議員 （１６ページ）

◎合併１０周年を迎えての検証課題について
・旧宍道邸の活用および整備の考え方について
・みせん広場におけるホテル事業の考え方について

松村豪人 議員 （１７ページ）

◎人口減、厳しい財政状況下の地域課題の解決
に、大学の協力を得て進めてほしい
・漁港施設の老朽化対策の見直しは

萬代輝正 議員 （１７ページ）

・学校施設の開放状況と経費負担のあり方について
◎市内民間企業への活力が生まれる指定管理者制
度の移行へ

寺本淳一 議員 （１８ページ）

◎安全・安心のまちづくりについて
・学校教育の充実について

珍部全吾 議員

・斐伊川神戸川治水事業の今後
・青少年の育成について

伊藤繁満 議員 （１８ページ）

◎次世代へ持続可能な活性化対策について
・新農業政策への取組みについて

板倉一郎 議員 （１９ページ）

◎観光振興について
・次期可燃ごみ処理施設について

一一般般質質問問

３月定例市議会では１８人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選
んで（◎印のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい
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問

保
育
所
入
所
が
決
ま
ら
な
い

と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
保
育
所

定
員
と
待
機
児
童
の
動
向
は
ど
う

い
う
状
況
で
す
か
。
ま
た
、
市
の
入

所
審
査
に
お
け
る
優
先
順
位
と
入
所

児
童
の
入
所
要
件
が
満
た
さ
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
応
、
待
機
児
童
解

消
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長

平
成
２５
年
度
の
１０
月
１
日
現

在
の
待
機
児
童
は
２８
人
で
、
毎
年
定

員
増
を
し
て
も
解
消
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
保
育
所
定
員
は
過
去
５

年
で
４
８
０
人
増
え
、
２６
年
度
は

４
９
６
５
人
と
な
る
予
定
で
す
。
保

育
所
入
所
は
保
護
者
の
就
労
状
況
な

ど
保
育
の
必
要
度
を
指
数
化
し
高
い

順
に
決
定
し
ま
す
。
就
労
時
間
な
ど

が
長
い
場
合
や
ひ
と
り
親
、
き
ょ
う

だ
い
入
所
の
場
合
な
ど
指
数
が
高
く

な
り
ま
す
。
保
育
で
き
な
い
理
由
が

な
く
な
れ
ば
入
所
継
続
で
き
ま
せ
ん

が
、
状
況
に
応
じ
配
慮
し
て
い
ま

す
。
待
機
児
童
対
策
は
、
現
在
子
ど

も
子
育
て
新
制
度
に
向
け
議
論
を
進

め
て
い
る
「
市
子
ど
も
子
育
て
会

議
」
で
検
討
す
る
考
え
で
す
。

問

行
財
政

改
革
審
議
会
が

設
置
さ
れ
、
成

果
の
検
証
と
新

た
な
大
綱
の
策

定
に
つ
い
て
諮

問
、
答
申
さ
れ

ま
し
た
。
策
定

さ
れ
る
大
綱
が

着
実
に
実
行
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ

の
実
施
計
画
と
財
政
計
画
の
速
や
か

な
ロ
ー
リ
ン
グ
（
見
直
し
）
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の

対
応

②
財
政
計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
の
視
点

と
時
期

総
合
政
策
部
長

①
十
分
な
実
績
が

上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ス

ピ
ー
ド
感
の
欠
如
や
職
員
の
危
機

意
識
の
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
市
の
役
割
を
明
確

に
し
、
一
定
の
基
準
「
も
の
さ
し
」

を
設
け
て
峻
別
し
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
事
業
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

②
今
後
、
年
末
に
示
さ
れ
る
予
定
の

交
付
税
見
直
し
の
制
度
設
計
や
消
費

税
率
引
き
上
げ
判
断
な
ど
の
状
況
を

見
据
え
つ
つ
、
国
の
政
策
動
向
や
社

会
情
勢
の
変
化
、
新
た
な
財
政
需
要

な
ど
を
適
切
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

適
時
ロ
ー
リ
ン
グ
を
は
か
っ
て
い
き

ま
す
。

保
育
所
入
所
が
決
ま
ら
な
い
と
の
声
に

対
す
る
現
状
と
対
策
を
伺
う

行
財
政
改
革
の
認
識
を
問
う

山 代 裕 始

平成２６年度一般会計予算

一一般般質質問問

岸 道 三
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問

①
３０
年
前
に
発
掘
さ
れ
た
青

銅
器
（
重
要
文
化
財
指
定
）
は
、
市

と
し
て
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

②
記
念
事
業
中
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
と
し

て
の
支
援
策
を
伺
い
ま
す
。

③
当
館
で
の
「
実
物
青
銅
器
」
展
示

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
予
定
を

伺
い
ま
す
。

④
新
規
の
「
出
雲
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

事
業
」
に
史
跡
・
道
路
遺
構
も
対
象

に
な
る
か
伺
い
ま
す
。

文
化
環
境
部
長

①
出
雲
神
話
が
現

実
味
を
帯
び
、
出
雲
の
魅
力
と
し
て

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

②
市
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
・
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
積
極

的
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

③
発
掘
さ
れ
た
７
月
１２
日
を
中
心
に

毎
年
１
カ
月
程
度
展
示
し
ま
す
。

④
遺
跡
・
道
路
遺
構
と
も
出
雲
の
魅

力
で
あ
る
た
め
、
周
辺
都
市
・
観
光

協
会
と
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。

市
長

歴
史
的
な
発
掘
か
ら
の
節
目

で
あ
り
、
こ
の
際
し
っ
か
り
と
発
信

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
４
月
上
旬

の
来
館
者
１５
万
人
達
成
式
典
に
は
出

席
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
の

健
康
不
安
や
医
療
、
介
護
、
育
児
な

ど
の
相
談
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
２４

時
間
対
応
す
る
民
間
事
業
者
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

医
者
、
看
護
師
、
保
健
師
が
常
駐

し
、
初
期
の
応
急
処
置
や
治
療
、
検

査
方
法
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

最
近
、
軽
症
者
に
よ
る
時
間
外
の

救
急
受
診
な
ど
が
増
加
し
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
負
担
が
増
し
て
い
ま
す
。

核
家
族
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
に
よ

り
頼
り
に
な
る
人
が
身
近
に
い
な
い

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
不
安

を
カ
バ
ー
し
、
医
療
や
救
急
の
負
担

を
減
ら
す
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

電
話
に
よ
る
健
康

医
療
相
談
は
「
♯
８
０
０
０
番
」
が

６
０
０
件
、
出
雲
休
日
・
夜
間
診
療

所
で
の
相
談
が
年
間
約
千
件
あ
り
ま

す
。健

康
相
談
全
般
に
関
し
て
は
、
保

健
師
が
電
話
相
談
を
受
け
て
お
り
、

育
児
で
あ
れ
ば
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
介
護
で
あ
れ
ば
高
齢
者
あ
ん

し
ん
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
利
用
促
進
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
周
知
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

２４
時
間
・
年
中
無
休

電
話
健
康
医
療
相
談
の
実
施
を

斐
川
町
「
荒
神
谷
青
銅
器
出
土

３０
周
年
記
念
事
業
」
で

新
た
な
出
雲
の

魅
力
ア
ッ
プ
を

一一般般質質問問

福 島 孝 雄

カウンセラー電話相談

国宝荒神谷青銅器出土３０周年

遠 藤 力 一
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問

①
県
道
斐
川
上
島
線
の
整
備

に
つ
い
て
、
２５
年
度
予
備
調
査
・
２６

年
度
詳
細
設
計
調
査
の
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
工
事

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
②

森
坂
大
橋
の
街
灯
は
延
長
約
３
０
０

ｍ
の
区
間
に
一
灯
も
な
く
、
他
の
県

道
・
国
道
の
橋
梁
街
灯
に
比
較
す
る

と
安
心
安
全
上
不
安
で
す
。
早
期
整

備
を
お
願
い
し
ま
す
。
③
上
津
側
で

坂
を
登
る
途
端
に
交
差
点
が
あ
る
な

ど
交
通
事
故
も
多
い
の
で
す
が
、
出

雲
市
と
し
て
移
設
の
必
要
性
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

都
市
建
設
部
長

①
島
根
県
で
は
現

在
道
路
の
線
形
、
法
線
を
検
討
す
る

た
め
の
予
備
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
に
測
量
調
査
、
道
路
詳
細
設

計
を
行
う
と
聞
い
て
い
ま
す
。
②
国

の
指
針
「
道
路
照
明
施
設
設
置
基

準
」
が
制
定
さ
れ
る
前
に
完
成
し
て

い
た
橋
梁
で
あ
り
、
適
合
し
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
島
根
県
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
③
イ
ン
タ
ー
か
ら
阿
宮
に

向
け
て
の
開
通
を

優
先
的
に
や
っ
て

も
ら
う
よ
う
要
望

し
て
い
ま
す
。
森

坂
大
橋
に
つ
い
て

は
計
画
的
に
・
継

続
的
に
進
め
て
も

ら
う
よ
う
市
と
し

て
も
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

問

公
共
交
通
対
策
の
現
状
と
対

策
・
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長

少
子
高
齢
化
が
進

展
し
て
い
く
中
で
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
通
院
、
買
い
物
な
ど
の
た
め
の

交
通
手
段
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で

す
。
高
齢
者
や
児
童
生
徒
な
ど
の
交

通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
実

態
に
応
じ
た
最
も
適
切
な
交
通
政
策

の
構
築
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

交
通
政
策
基
本
法
の
制
定
に

伴
う
地
方
公
共
団
体
の
役
割
（
責

務
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
合
政
策
部
長
「
政
府
は
交
通
に
関

す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な

法
制
上
ま
た
は
財
政
上
の
措
置
そ
の

他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
域
交
通
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
資
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
も
の
と
本
市
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
街
づ
く
り
や
観
光
施

策
と
の
連
携
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら

政
策
の
動
向
に
注
視
し
、
地
方
公
共

団
体
の
責
務
と
し
て
地
域
実
情
に
応

じ
た
交
通
施
策
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

県
道
斐
川
上
島
線
の
整
備
計
画
を
聞
く

地
域
交
通
対
策
・
活
性
化
を

目
指
し
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う

保 科 孝 充

市が支援する生活バス路線

一一般般質質問問

整備されつつある斐川上島線上阿宮付近

大 谷 良 治
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問

出
雲
河
下
港
は
、
平
成
１９

年
に
５
千
ト
ン
バ
ー
ス
が
完
成
す

る
な
ど
港
湾
整
備
が
行
わ
れ
、
物
流

や
防
災
の
拠
点
と
し
て
利
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
海

上
自
衛
隊
の
艦
艇
広
報
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
い

ま
す
。

①
出
雲
河
下
港
の
利
活
用
状
況

②
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇
広
報
の
評
価

③
海
上
自
衛
隊
の
基
地
誘
致

市
長

①
近
年
、
取
扱
貨
物
量
は
１５

万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
積
極
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

や
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
毎
年
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
港

湾
施
設
を
見
て
も
ら
う
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
物
資

の
購
入
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
出
雲
河
下
港
振
興
会
で
は
、
以
前

か
ら
海
上
自
衛
隊
の
物
資
補
給
や
訓

練
寄
港
な
ど
に
よ
る
利
活
用
策
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後

は
、
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
海
上
自
衛
隊
の
物
資
施
設
設

置
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
調
査
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

現
在
、
本
市
で
実
施
さ
れ
て

い
る
、
中
山
間
地
域
の
小
売
店
の
店

舗
改
装
や
備
品
の
取
得
に
対
す
る
補

助
事
業
を
、
全
市
に
拡
大
す
る
「
商

店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
」
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
考
え
を
伺

い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

中
山
間
地
域
に
お

い
て
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
店

舗
は
、
住
民
の
生
活
を
支
え
る
上
で

重
要
で
す
の
で
支
援
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
地
域
に
は
こ
の
よ

う
な
店
舗
が
中
山
間
地
と
比
べ
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
、
店
舗
改
装
な
ど
へ

の
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

中
山
間
地
域
で
は
、
今
や
小

売
店
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
ま

す
。
全
市
の
小
売
店
の
存
続
と
振
興

こ
そ
大
変
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
施
策
は
後
追
い
で
は
駄
目
で

す
。
今
ま
で
に
中
山
間
地
域
支
援
事

業
へ
の
申
し
出
が
あ
っ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

産
業
観
光
部
長

相
談
は
あ
り
ま
し

た
が
、
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

「
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
」
の

全
市
実
施
を
求
め
る

出
雲
河
下
港
の
利
活
用
に

海
上
自
衛
隊
の
誘
致
を

一一般般質質問問

飯 塚 俊 之

手作りの商品が並ぶ小売店舗

出雲河下港での海上自衛隊の艦艇広報

小 村 吉 一
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問

戦
後
の
教
育
行
政
を
転
換
す

る
大
き
な
制
度
変
更
と
い
わ
れ
る
教

育
委
員
会
制
度
改
革
が
活
発
に
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
教
育
委
員

会
は
、
学
校
教
育
に
特
化
さ
れ
、
社

会
教
育
は
市
長
部
局
で
補
助
執
行
す

る
独
自
な
教
育
政
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
に
対

す
る
評
価
と
教
育
の
政
治
的
中
立
性

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長

本
市
の
教
育
委
員
会
は
、
小

中
学
校
に
お
け
る
地
域
学
校
運
営
理

事
会
の
設
置
、
科
学
館
で
の
理
科
学

習
、
小
中
連
携
教
育
や
保
幼
小
連
携

教
育
の
推
進
な
ど
、
各
種
施
策
を
全

国
に
先
駆
け
て
幅
広
く
展
開
し
、
教

育
委
員
に
よ
る
定
期
的
な
学
校
訪
問

や
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

実
施
し
、
ま
た
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
生
涯
学
習
な
ど
は
、
総
合
的
な

市
行
政
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
果
が
あ
っ

た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
行
政
は
、
学
校
の
基
本
的
な
運
営

方
針
の
決
定
や
教
職
員
人
事
に
つ
い

て
、
強
く
中
立
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

問

神
戸
川
は
来
島
ダ
ム

で
江
川
に
分
水
し
、
発
電
に

供
さ
れ
６０
年
に
な
り
ま
す
。

水
使
用
の
再
申
請
が
昨
年
２

月
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
水
路
が
完
成
し
９
月
、

１０
月
の
２
度
の
放
水
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
昔
の
神
戸
川
に

戻
す
に
は
水
が
必
要
で
す
。

国
が
全
て
の
区
間
を
管
理

し
、
発
電
を
含
め
指
導
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

市
長

神
戸
川
流
域
の
皆
さ
ん
の
分

水
は
河
川
の
環
境
に
と
っ
て
好
ま
し

い
も
の
で
は
な
い
と
の
切
実
な
声

は
、
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
通
年

可
能
な
最
大
流
量
を
戻
す
た
め
の
諸

施
策
で
河
川
環
境
の
保
全
、
改
善
が

な
さ
れ
る
提
案
内
容
を
踏
ま
え
た
上

で
判
断
し
ま
す
。
河
川
は
治
水
、
利

水
、
環
境
面
か
ら
も
水
系
一
貫
に
よ

り
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と
か
ら
し

て
、
国
の
一
元
管
理
が
基
本
で
あ

り
、
機
会
あ
る
毎
に
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ど
う
な
る

新
た
な
教
育
委
員
会
制
度

神
戸
川
を
発
電
と
良
好
な
河
川
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
国
で
管
理
を

板 倉 明 弘

国で一元化が求められる神戸川

教育委員会事務所

一一般般質質問問

原 正 雄



16いずも市議会だより ３６号

問

国
の
介
護
保
険
の
見
直
し

案
に
は
、
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
要
支
援
者
の
「
訪
問
介
護
」
と

「
通
所
介
護
」
を
介
護
保
険
か
ら
外

し
て
市
町
村
事
業
に
移
す
こ
と
や
特

養
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
を
要
介
護
３

以
上
に
制
限
す
る
こ
と
な
ど
、
大
幅

な
制
度
改
変
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
」「
国
民
の

保
健
医
療
の
向
上
お
よ
び
福
祉
の
増

進
」
を
目
的
と
し
た
介
護
保
険
の
理

念
に
も
反
す
る
今
回
の
見
直
し
は
、

ま
さ
に
「
制
度
改
悪
」
と
言
え
る
も

の
で
す
。
国
に
対
し
、
中
止
を
求
め

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

健
康
福
祉
部
長

介
護
保
険
は
開
始

後
１３
年
が
経
過
し
、
高
齢
者
世
帯
が

増
加
す
る
中
で
、
老
老
介
護
の
問
題

な
ど
新
た
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
き

て
い
る
中
で
、
介
護
保
険
が
目
指
す

「
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
」
や
「
自

立
支
援
」
を
い
か
に
実
現
し
て
い
く

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

団
塊
の
世
代
が
、
７５
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
高
齢
者
が

増
加
す
る
見
通
し
の
中
で
制
度
維
持

の
た
め
に
、
今
回
の
改
正
は
必
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

平
成
１７
年
３
月
、
２
市
４
町

の
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建

設
計
画
」
の
変
更
理
由
（
５
年
間
延

長
）
と
検
証
、
総
合
振
興
計
画
の
検

証
と
周
知
方
法
、
旧
２
市
５
町
で
の

積
み
残
さ
れ
た
課
題
と
合
併
効
果
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長

今
議
会
に
提
案
し
て
い
る
変

更
は
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
間
が

５
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
合

併
特
例
債
を
発
行
す
る
た
め
の
根
拠

と
な
る
新
市
建
設
計
画
の
期
間
を
延

長
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
計
画
の

検
証
は
、
総
合
振
興
計
画
を
実
現
し

て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
施
策
、
事

業
を
示
し
た
基
本
計
画
に
お
い
て
、

進
捗
状
況
の
確
認
・
検
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。
合
併
効
果
は
、
行
財
政
の

効
率
化
と
高
度
化
・
多
様
化
に
対
応

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

一
番
の
効
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
す
ぐ
れ
た
特
性
、
資
源
を
結
集

し
、
総
合
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
で
、
全
国
に
出
雲
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
生
か
し
た
情
報
発
信
、
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い
ま

す
。

今回の「新市建設計画」の変更について
「新市建設計画」は、旧合併特例法に基づき、２市４町の合併協議会に
おいて策定された計画であり、「出雲市・斐川町合併基本計画」は、合併
特例法に基づき、出雲市と斐川町の合併協議会において策定された計画
です。
いずれも、それぞれ合併後の新市の一体性の確保及び住民の福祉の向

上を図るために策定された計画でありますが、根拠となる法律が異なっ
ています。そのため、有利な起債である合併特例債を活用できるのは、
旧合併特例法に基づき策定された２市４町での「新市建設計画」だけで
あります。
今回の「新市建設計画」の変更については、「東日本大震災による被害
を受けた合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部を改正する
法律」が施行されたことに伴い、合併特例債の発行期間が５年間延長さ
れたことから、本市においても合併特例債を発行するための根拠となる
新市建設計画の期間を延長するものです。

○要支援者の内、実際にサービスを利用している方
（１月時点）
要支援１の方 ６０７人 要支援２の方 ９３８人

合計 １，５４５人

○特別養護老人ホームの入所者の状況（１月時点）
要介護１の方 ７人 要介護２の方 ４３人

合計 ５０人

○特別養護老人ホームの入所申込者数
（調査基準日：１月１日）
全体 １，１７４人（内要介護１．２の方 ３８５人）

合
併
１０
周
年
を
迎
え
て
の
検
証
課
題

負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
縮
減
の
介
護
保
険

「
見
直
し
」
に
反
対
を

一一般般質質問問

大 国 陽 介

神 門 至
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問

人
口
減
、
超
高
齢
社
会
で
の

課
題
解
決
や
６
次
産
業
化
、
医
療
・

介
護
の
体
制
整
備
な
ど
に
地
域
の
研

究
機
関
で
あ
る
大
学
と
連
携
す
べ
き

で
す
。
出
雲
市
と
し
て
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長

出
雲
市
は
平
成
２１
年
に

県
立
大
学
と
、
翌
年
に
島
根
大
学
と

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
、
地
域

研
究
、
共
同
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
、
国
の
「
地
（
知
）
の
拠

点
整
備
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
県
立

大
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
「
し
ま
ね

看
護
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ

れ
、
専
門
知
識
や
技
術
、
研
究
成
果

を
広
く
地
域
に
還
元
す
る
拠
点
が
で

き
ま
し
た
。
島
根
大
に
お
い
て
は
、

地
域
課
題
解
決
型
の
研
究
を
行
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、「
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業

化
」、「
水
産
資
源
管
理
」、「
疾
病
予

知
予
防
」
な
ど
の
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
、
研
究
の
形
態
に
応
じ
て
地

域
や
関
係
諸
団
体
と
協
力
し
効
果
的

な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
受

入
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問

平
成
２８
年
４
月
か
ら
の
指
定

管
理
者
の
更
新
に
向
け
、
市
内
の
民

間
企
業
の
活
力
と
な
る
よ
う
に
早
急

に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
組
立
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長

平
成
２８
年
度
に
指

定
管
理
者
期
間
の
更
新
を
迎
え
る
施

設
は
８６
施
設
で
す
。
現
在
在
り
方
の

見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
や
譲
渡
な

ど
を
含
め
て
多
方
面
で
検
討
し
て
お

り
、
並
行
し
て
施
設
の
使
用
料
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
包
括
外

部
監
査
で
の
指
摘
な
ど
を
踏
ま
え
、

平
成
２６
年
度
中
に
は
指
定
管
理
者
制

度
の
運
用
方
針
を
策
定
し
、
適
切
な

積
算
方
法
や
公
募
・
非
公
募
な
ど
の

募
集
方
法
の
在
り
方
を
明
確
化
し
、

指
定
管
理
を
行
う
事
業
者
に
と
っ

て
、
職
員
雇
用
や
施
設
運
営
準
備
の

た
め
、
早
期
の
段
階
で
指
定
を
受
け

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

よ
っ
て
、
平
成
２７
年
度
の
出
来

る
だ
け
早
い
時
期
に
募
集
を
し
、

平
成
２７
年
９
月
定
例
市
議
会
に
指
定

管
理
者
の
決
定
に
つ
い
て
お
諮
り
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

人
口
減
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
の
地
域
課
題
の

解
決
に
、
大
学
の
協
力
を

得
て
進
め
て
ほ
し
い

民
間
の
活
力
生
ま
れ
る
指
定
管
理
者
制
度
へ

松 村 豪 人

指
定
管
理
者
制
度

（
し
て
い
か
ん
り
し
ゃ
せ
い
ど
）

地
方
公
共
団
体
や
そ
の
外
郭
団
体
に
限
定
し
て
い

た
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
、
株
式
会
社
を
は

じ
め
と
し
た
営
利
企
業
・
財
団
法
人
・
N
P
O

法
人
・
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法
人
そ
の
他
の
団
体

に
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
行
政

処
分
で
あ
り
委
託
で
は
な
い
）
制
度
で
、
出
雲
市

も
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
で
２
０
０
３
年
９
月

２
日
の
施
行
後
に
、
複
数
施
設
へ
の
制
度
の
導
入

を
し
て
い
る
。

しまね看護交流センター（県立大学HPより）

一一般般質質問問

萬 代 輝 正
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問

施
政
方
針
で
防
災
・
減
災
へ

の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
と
あ
り

ま
す
が
、
住
宅
の
耐
震
化
促
進
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
住
宅
の
耐
震
化
の
現
状
と
課
題
。

②
政
府
が
定
め
た
平
成
３２
年
ま
で
に

耐
震
化
率
９５
％
の
目
標
に
対
し
、
市

と
し
て
の
考
え
。

消
防
長

①
出
雲
市
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
２０
年
が
６８
％
、
平
成
２３
年

に
は
７２
％
と
推
移
し
て
い
ま
す
。
改

修
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て
、
費
用

が
高
額
で
あ
り
、
所
有
者
の
高
齢
化

に
よ
り
、
計
画
的
な
改
修
が
進
ま
な

い
こ
と
、
出
雲
地
方
で
は
近
年
大
き

な
地
震
が
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
②
９５
％
と
い
う
目
標
達
成
は
困

難
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
に
耐
震
対

策
は
重
要
で
す
。
建
築
技
術
者
で
組

織
さ
れ
る
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
と
連

携
し
、
耐
震
対
策
の
必
要
性
や
補
助

制
度
、
税
制
優
遇
制
度
な
ど
市
民
意

識
の
向
上
と
な
る
普
及
啓
発
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問

遅
き
に
失
し
た
財
政
再
建
策

が
今
後
３
カ
年
を
か
け
て
集
中
的
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
選
択
と
集
中
の

名
の
下
で
経
済
活
動
の
足
腰
が
大
き

く
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に

す
べ
き
で
す
。
次
世
代
に
か
け
て
人

口
減
少
傾
向
が
続
く
と
き
に
、
産

業
、
観
光
、
文
化
な
ど
に
お
い
て
絶

え
間
な
く
活
力
を
注
入
す
る
こ
と
が

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
有
効
な
ま
ち

づ
く
り
で
あ
り
、
活
性
化
対
策
で

す
。
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
大
企

業
を
一
刻
も
早
く
誘
致
す
べ
き
で

す
。
取
組
み
状
況
を
伺
い
ま
す
。

市
長

本
市
の
経
済
が
着
実
に
発
展

す
る
こ
と
が
重
要
で
人
口
減
少
対

策
、
所
得
の
向
上
、
都
市
基
盤
の
整

備
、
企
業
誘
致
、
産
業
、
観
光
振
興

な
ど
、
総
合
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら
の
誘
致
企

業
４４
社
の
新
規
採
用
予
定
人
数
は

１
６
１
人
で
あ
り
雇
用
状
況
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
企
業
誘
致

の
取
組
み
と
し
て
東
京
、
大
阪
、
京

都
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
重
ね

現
在
４
社
が
現
地
視
察
、
８
社
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。
早

期
に
企
業
立
地
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
伺
う

一一般般質質問問

次
世
代
へ
つ
な
が
る
活
性
化
対
策
を

寺 本 淳 一

阪神淡路大震災で倒壊した住宅

伊 藤 繁 満
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行
政
視
察
受
入
状
況

行行
政政
視視
察察
受受
入入
状状
況況
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問

①
出
雲
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
お
土
産
（
お
菓
子
）
を
企
画
開
発

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。
②
冬

期
の
閑
散
期
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

産
業
観
光
部
長

①
全
国
的
に
認
知

さ
れ
る
お
土
産
の
開
発
は
、
本
市
の

ピ
ー
ア
ー
ル
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
販
売
の
拡
大
に
も
な
り
地
域
経

済
へ
の
効
果
は
大
き
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
、
お
土
産
に
な
る
お
菓

子
に
つ
い
て
は
、
市
内
そ
れ
ぞ
れ
の

店
舗
で
特
徴
あ
る
商
品
を
開
発
・
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
出
雲
市
」
と

聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
お
菓
子
の

開
発
に
つ
い
て
も
、
地
元
菓
子
協
会

や
商
工
団
体
な
ど
、
関
係
機
関
と
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②
温
泉
や
食
と
い
っ
た
冬
に
お
け
る

当
地
域
の
観
光
素
材
を
中
心
に
情
報

発
信
す
る
と
と
も
に
、
冬
期
限
定
の

宿
泊
費
助
成
な
ど
旅
行
意
欲
を
喚
起

さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
近
隣
市
町
か
ら
の
入
り
込
み
を

増
加
さ
せ
る
地
域
内
観
光
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
な
ど
と
も
連
携
し
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

出
雲
市
議
会
で
は
、
他
市
議
会
の
行
政
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

本
市
の
独
自
の
取
り
組
み
や
特
色
あ
る
施
策
に
つ
い
て
、
説
明
・
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。

主
な
視
察
項
目
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
や

教
育
委
員
会
改
革
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
観
光
行
政
で
す
。

平
成
２５
年
度
は
６９
件
の
視
察
が
あ
り
、
４
７
６
人
の
視
察
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
２４
年
度
は
、
６２
件
で
３
８
５
人
の
行
政
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。）【平成２５年度 月別受入状況】

２件 ７人 青梅市議会、豊橋市議会

５件 ３０人 戸田市議会、大田原市議会など

１件 ３人 裾野市議会

１１件 ６７人 富谷町議会、本庄市議会など

９件 ５９人 都留市議会、鎌倉市議会など

０件 （９月定例会会期中のため）

１８件 １４４人 船橋市議会、青森市議会など

１４件 １０９人 杵築市議会、美弥市議会など

１件 １４人 板橋区議会

３件 １６人 前橋市議会、石巻市議会など

５件 ２７人 綾瀬市議会、佐倉市議会など

０件 （３月定例会会期中のため）

※定例会の会期ではない時期に視察の受け入れを行っています。

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

魅
力
あ
る
出
雲
・
観
光
振
興
を

板 倉 一 郎

観光客でにぎわう神門通り

一一般般質質問問
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書 式 例 
請願書（陳情書）

年 月 日 
出雲市議会議長 様 
     請願者（陳情者） 
      代表者 住所 
          氏名     印 
          電話  －  
        紹介議員 
          氏名     印 
○○○○○○○に関する請願（陳情） 

要旨                 
内容

 

請願・陳情は、皆さんの意見・要望を市政に反映させる重要な制度
です。この制度によりどなたでも、市議会に直接要望することができ
ます。
請願は出雲市議会議員が１名以上紹介議員となることが必要です。
陳情は紹介議員は必要ありません。
請願と陳情の審査は、基本的に同じ取扱いとし、所管の常任委員会
で審査した後に、本会議で結論を出します。（ただし、国などへ意見
書を提出してほしい場合は、請願のみ受け付けることとしています。）
定例会ごとに提出締切があります。詳細は議会事務局議事係（TEL

２１－６５７９）にお尋ねいただくか、市議会ホームページをご覧ください。

◆提出時に留意していただきたいこと
○必ず日本語で、次の点を記載してください。（内容を表す件名、要
旨、内容、提出年月日、代表の方の住所、氏名、押印、電話番号）

○請願の場合は、紹介議員の署名または記名押印が必要です。
○提出部数は、１部です。
○請願や陳情の審議結果については、提出者にお知らせします。
○提出された請願書・陳情書の内容、提出者（２人以上の場合は代表者）の氏名（名称）と住所（所在地）は、
公表されますので、あらかじめご了承ください。

【請 願】

審議結果

趣旨採択 に

賛成多数

不 採 択 に

賛成多数

将来的に持続可能な介護保険制度の維持のためには必要な改革であるため。

提 出 者

出雲市大津町
大津自治協会
会長 切川幸一 他４名

松江市大正町
島根県社会保障推進協議会
会長 池淵栄助

件 名

上成大津小学校前線の拡幅に関する請願

「高齢者の負担増と保険給付の削減を押
し付け、市町村に責任を転嫁する介護保
険の見直しに反対する意見書」の採択を
求める請願

なぜ不採択

番号

１１

１２

【陳 情】

審議結果

継続審査 に

全員賛成

市執行部から示された、和文化交流センター（仮称）の整備を中止し、旧
宍道邸を解体することについて、地元説明の状況を把握する必要があるた
め。

提 出 者

出雲市塩冶町
塩冶自治協会
会長 板倉重安 他１名

件 名

旧宍道邸を早急に施設整備し活用する事
業の採択を求める陳情

なぜ継続審査

番号

１７

請願・陳情の審議結果

請請願願・・陳陳情情

請請 願願 ・・ 陳陳 情情 のの ごご 案案 内内
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タタブブレレッットト端端末末のの導導入入にに向向けけ実実証証実実験験をを行行いいままししたた
出雲市議会では、資料の電子データ化による経費
削減や、職員のコピー、製本の負担軽減、議会の情
報活用能力の向上などを目的にタブレット端末の導
入を検討しています。
３月定例市議会では、全員協議会と各常任委員会
において、使用を希望する議員を対象にタブレット
端末を試験的に導入し実証実験を行いました。
実験に参加した議員からはおおむね良好な感想が
寄せられました。一方で、操作にまだ不慣れなこと
や、メモが取りにくい、複数の資料を同時に見る方
法の検討が必要などの意見も寄せられました。
議会では、タブレット端末等活用推進委員会を３月に立ち上げ、本格導入に向け今後検討をす

すめてまいります。

３３月月定定例例市市議議会会かからら反反問問権権をを導導入入ししままししたた
出雲市議会では、３月定例市議会から本会議などでの議論のいっそうの活性化を図るため、執

行部に反問権を付与することとしました。詳細は下記のとおりです。

※反問権とは・・ 論点を明確にし議論を深めるため、議員の質問・質疑の意味や政策の考え方
について議員に問いただす権利

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香香」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔弔電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退退しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
出雲市議会では申し合わせにより、市議会議員としての「参列者代表焼香」は辞退し、

「弔電」は送らないこととしていますので、市民の皆さまのご理解をお願いいたします。
※代表焼香には、各宗派などにおける同様の行為も含みます。

委員会の質疑

部長級以上の者

同左

制限を設けない
・委員長の議事整理権のもとで
運用

制限を設けない

本会議の一般質問

部長級以上の者

制限を設けない
（単なる質疑・質問の趣旨確認
は、反問として扱わない）

・反問に対する議員の答弁を含
め、１議員につき１０分以内（議
員の質問時間４５分には含めな
い）

制限を設けない

反問の対象

反問できる者

反問の内容

反問の時間

反問回数

市市議議会会のの取取りり組組みみ
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同第８号

同第９号

同第１０号

諮第４号

議第９９号

議第１００号

議第１０１号

議第１０２号

議第１０３号

議第１０４号

議第１０５号

議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号

議第１０９号

議第１１０号

議第１１１号

議第１１２号

議第１１３号

議第１１４号

議第１１５号

議第１１６号

議第１１７号

議第１１８号

議第１１９号

議第１２０号

議第１２１号

議第１２２号

議第１２３号

議第１２４号

議第１２５号

議第１２６号

議第１２７号

議第１２８号

議席に設置してある採決ボタン

採採決決のの結結果果

議案などの賛否状況の一覧です。議長は採決には加わりません。
○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係
を有する議員は、採決の際に退席することになっています。
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反
対

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

３

０

０

３

３

３

３

３

３

０

３

３

０

０

０

０

３

３

賛
成

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

２６

２８

３１

３１

２８

２８

２８

２８

２８

２８

３１

２８

２８

３１

３１

３１

３１

２８

２８

審議結果

同 意

同 意

同 意

同 意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議 案 名

出雲市固定資産評価審査委員会委員の選任について（成瀬達郎氏）

出雲市固定資産評価審査委員会委員の選任について（森脇慶昌氏）

出雲市固定資産評価審査委員会委員の選任について（常松耕治氏）

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（竹田初美氏）

出雲市議会会議規則の一部を改正する規則

平成２５年度（２０１３）出雲市一般会計第６回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市国民健康保険事業特別会計第２回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市介護保険事業特別会計第３回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市簡易水道事業特別会計第４回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市下水道事業特別会計第３回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第３回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市浄化槽設置事業特別会計第２回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市ご縁ネット事業特別会計第２回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計第１回補正予算

平成２５年度（２０１３）出雲市廃棄物発電事業特別会計第１回補正予算

平成２６年度（２０１４）出雲市一般会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市国民健康保険事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市診療所事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市後期高齢者医療事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市介護保険事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市簡易水道事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市下水道事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市浄化槽設置事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市風力発電事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市ご縁ネット事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市企業用地造成事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市駐車場事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市廃棄物発電事業特別会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市水道事業会計予算

平成２６年度（２０１４）出雲市病院事業会計予算

番 号

同第８号

同第９号

同第１０号

諮第４号

議第９９号

議第１００号

議第１０１号

議第１０２号

議第１０３号

議第１０４号

議第１０５号

議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号

議第１０９号

議第１１０号

議第１１１号

議第１１２号

議第１１３号

議第１１４号

議第１１５号

議第１１６号

議第１１７号

議第１１８号

議第１１９号

議第１２０号

議第１２１号

議第１２２号

議第１２３号

議第１２４号

議第１２５号

議第１２６号

議第１２７号

議第１２８号

採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

採採決決のの結結果果

平成２５年度
第５回出雲市議会（定例会）
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

大
谷

良
治

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番 号

議第１２９号

議第１３０号

議第１３１号

議第１３２号

議第１３３号

議第１３４号

議第１３５号

議第１３６号

議第１３７号

議第１３８号

議第１３９号

議第１４０号

議第１４１号

議第１４２号

議第１４３号

議第１４４号

議第１４５号

議第１４６号

議第１４７号

議第１４８号

議第１４９号

議第１５０号

議第１５１号

議第１５２号

議第１５３号

議第１５４号

議第１５５号

議第１５６号

議第１５７号

議第１５８号

議第１５９号

議第１６０号

請願第１１号

請願第１２号

陳情第１７号

○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権、除斥：議案と一定の利害関係を有する議員は、採決の際に退席することとなっています。

採採決決のの結結果果
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反
対

３

０

０

３

０

３

３

０

０

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

３

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

３

０

３

５

０

賛
成

２８

３１

３１

２８

３１

２８

２８

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

２８

３１

３１

３１

３１

２８

３１

３１

３１

３１

２８

３１

３１

３１

３１

３１

２８

３１

２８

２６

３１

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

趣旨採択

不 採 択

継続審査

議 案 名

出雲市行政組織条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例

出雲市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

出雲市手数料条例の一部を改正する条例

出雲市スポーツ施設条例の一部を改正する条例

出雲国際交流会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例

出雲市児童クラブ条例の一部を改正する条例

出雲市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例

出雲市農林業関係事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

出雲市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市小集落改良住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市定住促進空き家活用住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例

出雲市景観条例の一部を改正する条例

出雲市生活バス運行事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

出雲市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例

出雲市消防本部手数料条例の一部を改正する条例

斐伊川放水路事業関連大社湾漁業振興基金条例を廃止する条例

出雲都市計画事業出雲市駅周辺地区土地区画整理事業清算金分割徴収に関
する条例を廃止する条例

出雲市一般職の職員の給与の特例に関する条例

出雲市災害派遣手当等の支給に関する条例

出雲市いじめ問題対策委員会設置条例

出雲市猪目交流センターの設置及び管理に関する条例

出雲市消防長及び消防署長の資格を定める条例

新市建設計画の変更について

辺地に係る総合整備計画の策定及び変更について

出雲市過疎地域自立促進計画の変更について

包括外部監査契約の締結について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例

出雲市議会委員会条例の一部を改正する条例

上成大津小学校前線の拡幅に関する請願

「高齢者の負担増と保険給付の削減を押し付け、市町村に責任を転嫁する
介護保険の見直しに反対する意見書」の採択を求める請願

旧宍道邸を早急に施設整備し活用する事業の採択を求める陳情

番 号

議第１２９号

議第１３０号

議第１３１号

議第１３２号

議第１３３号

議第１３４号

議第１３５号

議第１３６号

議第１３７号

議第１３８号

議第１３９号

議第１４０号

議第１４１号

議第１４２号

議第１４３号

議第１４４号

議第１４５号

議第１４６号

議第１４７号

議第１４８号

議第１４９号

議第１５０号

議第１５１号

議第１５２号

議第１５３号

議第１５４号

議第１５５号

議第１５６号

議第１５７号

議第１５８号

議第１５９号

議第１６０号

請願第１１号

請願第１２号

陳情第１７号

採採決決のの結結果果



議
会
運
営
委
員
会

１１
月
５
日
〜
７
日

原
子
力
発
電
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
特
別
委
員
会

１１
月
１３
日
〜
１５
日

逗
子
市
タ
ブ
レ
ッ
ト
＆
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る

議
会
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

第
８
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
賞
部
門
」

の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
議
会
改
革
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

ど
こ
の
議
会
で
も
同
じ
よ
う
に
抱

え
る
問
題
に
、
資
料
の
多
さ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

逗
子
市
で
は
、
議
会
ご
と
に
印
刷

さ
れ
る
千
〜
２
千
枚
の
議
案
や
資
料

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
２４
年
１２
月
議
会
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
実
証
実
験
を

開
始
し
、
翌
年
６
月
議
会
か
ら
正
式

運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
印
刷
経
費
の
削

減
や
事
務
作
業
量
の
軽
減
、
ま
た
情

報
活
用
能
力
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ

て
い
ま
し
た
。（

多
々
納
剛
人

記
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
視
察

特
別
委
員
会
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
の
た
め
に
、
九
州

に
あ
る
３
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

大
分
県
日
田
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
化
セ
ン
タ
ー
は
、
生
ご
み
や
家
畜

の
糞
尿
を
原
料
と
し
た
メ
タ
ン
発
酵

を
行
い
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
電
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
の
七
ツ
島
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
は
、
国
内
最
大
級
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で
、
年
間
約
２

万
５
千
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
も
貢

献
す
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
で
は
、

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
家
庭
内
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
最
新
技
術
を
研
修
し
、
今

後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
に

大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

（
長
廻
利
行

記
）

行行政政視視察察報報告告

逗子市議会にてタブレット端末の導入状況の説明を受ける

バイオマス資源化センター見学（日田市）

26いずも市議会だより ３６号



広

報

委

員

会

１
月
２７
日
〜
２８
日

積
極
的
な
広
報
戦
略
を
行
っ
て
い
る
２
市
を
視
察

大
津
市
議
会
で
は
、
紙
媒
体
の
議

会
だ
よ
り
の
ほ
か
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
子
媒
体
や
び
わ
湖

放
送
と
の
連
携
に
よ
り
、
議
会
の
状

況
を
早
く
市
民
に
伝
え
る
よ
う
努
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
石
市
議
会
で

は
、
議
会
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
多
く
の

市
民
に
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
も
ら

う
よ
う
チ
ラ
シ
な
ど
で
事
前
広
報
を

す
る
な
ど
の
広
報
戦
略
を
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

両
市
議
会
と
も
事
務
局
の
職
員
主

導
で
議
会
だ
よ
り
が
作
成
さ
れ
、
完

成
時
期
も
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
出

雲
市
議
会
だ
よ
り
は
議
員
自
ら
の
手

作
り
で
あ
り
、
両
市
議
会
と
比
較
し

完
成
時
期
は
遅
れ
ま
す
が
、
手
作
り

の
良
さ
を
発
揮
し
つ
つ
、
よ
り
早
い

完
成
を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
大
場
利
信

記
）

２月１７日（月） 理事会、森林・林産業対策協議会

２０日（木） 議会運営委員会、全員協議会

２０日（木）～３月２０日（木）
平成２５年度第５回定例市議会

２１日（金） 商工議員連盟

２４日（月） 理事会

２６日（水） 行財政改革特別委員会

３月３日（月） 議会運営委員会

５日（水） 広報委員会

６日（木） タブレット端末等活用推進委員会

７日（金） 総務委員会・行財政改革特別委員会合同
委員会、総務委員会・原子力発電・新エ
ネルギー調査特別委員会合同委員会

１９日（水） 大社立久恵線対策協議会、議会運営委員
会、タブレット端末等活用推進委員会・
ICT活用調査研究会合同会議

２０日（木） 全員協議会

２４日（月） 文教厚生委員会協議会

２８日（金） 観光・企業支援調査特別委員会

４月７日（月） 広報委員会

８日（火） 文教厚生委員会協議会

９日（水） 島根県市議会議長会事務局長会議
（安来市）

１０日（木） 全国自治体病院経営都市議会協議会
（東京都）

１４日（月） 広報委員会

１８日（金） 島根県市議会議長会春季総会（安来市）、
広報委員会

２２日（火） 環境経済委員会・神戸川発電用水検討協
議会合同協議会

２３日（水） 広報委員会

２３日（水）～２４日（木）
中国市議会議長会第１３４回定期総会

（山口県周南市）

２８日（月） タブレット端末等活用推進委員会

５月２日（金） 議会運営委員会、全員協議会、総務委員
会協議会、建設水道委員会、斐伊川・神
戸川治水対策協議会合同協議会

８日（木） 全国自治体病院経営都市議会協議会第７２
回理事会・第４２回定期総会（東京都）

議会活動（２月１７日～５月８日に開催された会議）

タブレット端末導入に伴うプロジェクター設置工事中（大津市議会）

行行政政視視察察報報告告

いずも市議会だより ３６号27



議会日程・編集後記

28いずも市議会だより 36号

　
咲
き
誇
る
満
開
の
桜
の
も
と
、入
園
・

入
学
を
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
生
活
が
輝
か
し
い
も
の
と
な

る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
議
会
で
は
新
年
度
予
算
他
、

様
々
な
取
組
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
「
今
後
３
年
間
を
行
財
政
改
革
の
集

中
改
革
期
間
と
す
る
」
と
の
方
針
が
提

示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
柄
で

し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
保
ち
つ

つ
財
政
再
建
を
進
め
る
と
い
う
、
難
し

い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
新
設

さ
れ
た
「
行
政
改
革
部
」
が
核
と
な
り

推
進
さ
れ
る
改
革
に
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
が
落
ち

着
く
と
青
葉
の
季
節
、
木
々
の
逞
し
さ

と
共
に
、
私
た
ち
も
大
い
に
成
長
し
た

い
も
の
で
す
。

（
広
報
委
員
会
　
湯
淺
啓
史
）

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6579  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/gikai
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp/

広
報
委
員
会

大
場
　利
信

渡
部
　
　勝

岸
　
　道
三

湯
淺
　啓
史

神
門
　
　至

寺
本
　淳
一

福
島
　孝
雄

井
原
　
　優

伊
藤
　繁
満

長
廻
　利
行

福
代
　秀
洋

坂
根
　
　守

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

〒693-8530  出雲市今市町70

本会議（開会、議案上程・説明）

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目）

本会議

（一般質問・４日目、議案質疑、委員会付託）

総務委員会

文教厚生委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会（１日目）

予算特別委員会（２日目）

本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

6月  6日（金）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

26日（木）

平成26年度
6月定例市議会 会期日程（案）

今後の本会議の予定

※一般質問を行う議員数により６月１３日の日程が
　１２日に繰り上がることがあります。

議
会
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
出
雲
市
議
会
で
は
、
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
を
原
則
公
開
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
、
議
長
お
よ
び
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
非
公
開

と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
当
日
、
議
場
（
委
員
会
室
）
前
の
傍
聴
受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿

に
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
要
件
に
よ
っ
て
は
、
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
傍
聴
席
は
、
議
場
60
席
、
委
員
会
室
10
席
程
度
あ
り
ま
す
。
事

前
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
出
雲
市
議
会
事
務
局
ま
で
あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
３
月
定
例
市
議

会
か
ら
、
本
会
議
・
委
員
会
を

傍
聴
さ
れ
る
間
、
お
子
さ
ま
を

お
預
か
り
す
る
託
児
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お

た
ず
ね
い
た
だ
く
か
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

託
児
サ
ー
ビ
ス
始
め
ま
し
た

た
く
ま
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○請願・陳情‥‥‥‥‥‥‥
○市議会の取り組み‥‥‥‥
○採決の結果‥‥‥‥‥‥‥
○行政視察報告‥‥‥‥‥‥
○議会活動‥‥‥‥‥‥‥‥
○議会日程・編集後記‥‥‥
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桜満開の中、
　　　  それぞれの入学式

4月9日（水）出雲市内の小中学校の入学式が挙行されました
校長先生よりお祝いの言葉を受ける斐川東中学校の新入生

10名の一年生が入学した須佐小学校


